
平成２５年 ２月１３日 
 

報 道 機 関 各位 
 

国立大学法人東北大学 
 
 

次期部局長予定者の内定について 
 
 

東北大学は、標記について、下記のとおり内定しましたのでお知らせします。 
 
（１） 次期部局長（発令予定日：平成２５年４月１日） 
    

氏名 新任役職名 任期 現役職名  

大 渕 憲 一 文学研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 文学研究科長 再任 

渡 辺 達 徳 法学研究科長 平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 法学研究科・教授 新任 

大 滝 精 一 経済学研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 経済学研究科長 再任 

福 村 裕 史 理学研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 理学研究科長 再任 

大 内 憲 明 医学系研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 医学系研究科長 再任 

大 島 吉 輝 薬学研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 薬学研究科長 再任 

駒 井 三千夫 農学研究科長 平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 農学研究科・教授 新任 

黒  田   卓 国際文化研究科長 平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 国際文化研究科・教授 新任 

髙 橋 秀 幸 生命科学研究科長 平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 生命科学研究科長 再任 

松 木 英 敏 医工学研究科長 平成25年4月1日 
～平成26年3月31日 医工学研究科長 再任 

大 野 英 男 電気通信研究所長 平成25年4月1日 
～平成28年3月31日 電気通信研究所・教授 新任 

河 村 純 一 多元物質科学研究所  

長 
平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 多元物質科学研究所長 再任 

岡   洋  樹 東北アジア研究センタ

ー長 
平成25年4月1日 
～平成27年3月31日 

東北アジア研究センター 
・教授 新任 

 
（２） 退任予定部局長 

水野 紀子（法学研究科長）、山谷 知行（農学研究科長）小林 文生（国際文化研究科長）、中沢 正
隆（電気通信研究所長）、佐藤 源之（東北アジア研究センター長）の各氏は、本学の部局長を任

期満了により退任予定です。 
 
※ 添付：次期部局長候補者略歴等 
 
 

【本件に関する問い合せ先】 
東北大学総務部広報課広報係 
電話 ０２２－２１７－４８１６ 



 
 

文学研究科長候補者の略歴等 
 
(ふりがな)   ( おおぶち  けんいち ) 

候補者名： 大 渕  憲 一 
任  期： 平成２５年 ４月 １日～平成２６年 ３月３１日（再任） 
生年月日： 昭和２５年 ４月 ４日（６２歳） 
出 身 地： 秋田県由利本荘市 
部 局 名： 文学研究科 
所属専攻・学科名： 人間科学専攻 
講座（部門）名： 心理学講座 
専門分野（専攻）名： 心理学専攻分野 
 
略  歴： 
 昭和５１年 ３月 東北大学大学院文学研究科博士課程前期２年の課程修了 

昭和５２年 ３月  東北大学大学院文学研究科博士課程後期３年の課程退学 
 昭和５２年 ４月  大阪教育大学教育学部助手 
 昭和５４年 ４月  大阪教育大学教育学部講師 
 昭和５７年 ４月  大阪教育大学教育学部助教授 
 昭和６３年 ４月  東北大学文学部助教授 
 平成 ８年１２月 博士（文学）（東北大学） 
 平成 ９年 ６月  東北大学文学部教授 
 平成１２年 ４月  東北大学大学院文学研究科教授 
 平成１８年 ４月  東北大学大学院文学研究科副研究科長（平成２３年３月３１日まで） 
    東北大学文学部副学部長（平成２３年３月３１日まで） 
 平成１８年１１月 東北大学総長特任補佐（平成２０年３月３１日まで） 
 平成２１年 ４月 東北大学教育研究評議会評議員（平成２３年３月３１日まで） 
 平成２３年 ４月 東北大学大学院文学研究科長（平成２５年３月３１日まで） 
   東北大学文学部長（平成２５年３月３１日まで） 
 平成２４年 ４月 東北大学総長補佐（平成２５年３月３１日まで） 
   東北大学経営協議会委員（平成２５年３月３１日まで） 
 
主な研究業績： 
・Anger, blame, and dimensions of perceived norm violation: Culture, gender, and 

relationships [Journal of Applied Social Psychology, 34, (2004), 1857-1603] K. Ohbuchi,  
T. Tamura, B. M. Quigley, J. T. Tedeschi, N. Madi, M. H. Bond & A. Mummendey 

・Procedural justice and the assessment of civil justice in Japan [Law and Society Review, 39, 
(2005), 875-891] K. Ohbuchi, I. Sugawara, K. Teshigahara, & K. Imazai 

 
受 賞 歴：平成 11 年度日本心理学会優秀論文賞 

第 6 回日本社会心理学会優秀論文賞 
 
著  書： 
・Ohbuchi, K.【編著】『Social Justice in Japan』(Trans Pacific Press, 2007-2-20 出版) 
・大渕憲一【編著】『葛藤と紛争の社会心理学』(北大路書房, 2008-9-10 出版) 
・大渕憲一【著】『謝罪の研究』(東北大学出版会, 2010-3-15 出版) 



 

法学研究科長候補者の略歴等 

 

 

（ふりがな）  わたなべ たつのり 

候補者名：渡辺 達徳 

任  期：平成２５年 ４月 １日～平成２７年 ３月３１日（新任） 

生年月日：昭和３０年 ６月１５日（５７歳） 

出 身 地：神奈川県横浜市 

部 局 名：法学研究科 

所属専攻・学科名：総合法制専攻 

講座（部門）名：現代市民講座 

専門分野（専攻）名：民法 

 

略  歴： 

昭和５４年 ３月  中央大学法学部卒業 

昭和６２年 ３月  中央大学大学院法学研究科博士課程前期課程修了 

平成 ２年 ３月  中央大学大学院法学研究科博士課程後期課程単位修得退学 

平成 ２年 ４月  小樽商科大学短期大学部商業学科講師 

平成 ３年１０月  小樽商科大学商学部助教授 

平成 ８年 ４月  中央大学法学部助教授 

平成１１年 ４月  中央大学法学部教授 

平成１６年 ４月  中央大学大学院法学研究科教授 

平成２１年 ４月  東北大学大学院法学研究科教授 

平成２３年 ４月  東北大学教育研究評議会評議員（平成２５年３月まで） 

 

その他，法務省新司法試験考査委員などを歴任 

 

主な研究業績：契約法理論の国際的・比較法的研究 

       消費者信用法制の研究 

       発展途上国の法整備支援 

 

著  書： 

１．新民法講義５事務管理・不当利得・不法行為法 ［成文堂，(2011)］ 渡辺達徳， 

  石崎泰雄 編著 

２．新民法講義２物権・担保物権法 ［成文堂，(2010)］ 渡辺達徳，石崎泰雄 編著 

３．法学講義 民法 5契約 [悠々社,(2008)] 渡辺達徳,池田真朗,沖野眞巳,良永和隆,北

居功,上田誠一郎,和田安夫,橋本恭宏,鎌野邦樹 

４．債権総論 [弘文堂,(2007)] 渡辺達徳,野澤正充  



 

５．マルシェ債権各論 [嵯峨野書院,(2007)] 渡辺達徳,宮本健蔵,湯川益英,藤井俊二,堀

田泰司,花本広志,澤野和博,大木満 

６．民法渡辺道場 [日本評論社,(2005)] 渡辺達徳  

７．コンサイス法律学用語辞典 [三省堂,(2003)] 渡辺達徳 他  

８．ドイツ民法・国際私法論集 [中央大学出版部,(2003)] 渡辺達徳,野澤紀雅,宮本とも

み,佐藤文彦,山内惟介 

９．契約法における現代化の課題 [法政大学出版局,(2002)] 渡辺達徳,岡孝,青野博之,銭

偉栄 他 

１０．現代アメリカ契約法 [弘文堂,(2000)] 渡辺達徳,西川理恵子,上田誠一郎,滝沢昌彦,

高谷知佐子,曽野裕夫,鹿野菜穂子 



 

 

経済学研究科長候補者の略歴等 

 

（ふりがな）  おおたき   せいいち 

候補者名：大 滝 精 一 

任  期：平成２５年 ４月 １日～平成２６年 ３月３１日（再任） 

生年月日：昭和２７年 ９月 ８日（６０歳） 

出 身 地：長野県岡谷市 

部 局 名：経済学研究科 

所属専攻・学科名：経済経営学専攻 

講座（部門）名：現代経営講座 

専門分野（専攻）名：経営政策 

 

略  歴： 

昭和５２年 ３月 東北大学大学院経済学研究科博士課程前期２年の課程修了 

昭和５５年 ３月 東北大学大学院経済学研究科博士課程後期３年の課程単位修得退学 

昭和５５年 ４月 専修大学経営学部専任講師 

昭和５８年 ４月 専修大学経営学部助教授 

昭和６２年１０月 東北大学経済学部助教授 

平成 ４年 ４月 東北大学経済学部教授 

平成１１年 ４月 東北大学大学院経済学研究科教授 

 平成２２年 ４月 国立大学法人東北大学教育研究評議会評議員        

（平成２５年３月３１日まで） 

 平成２２年 ４月 東北大学大学院経済学研究科副研究科長・経済学部副学部長 

（平成２３年３月３１日まで） 

 平成２３年 ４月 東北大学大学院経済学研究科長・経済学部長 

                         （平成２５年３月３１日まで） 

 

主な研究業績：「キャズムを乗り越える」大滝精一『産学官連携ジャーナル』(査読無)

Vol.5,No.2,4-6,2009 

「地域環境力を育む企業と地域のコラボレーション」大滝精一『EPO通信』(査読無)

                                No.8,1-4,2009 

「ソーシャル・アントレプレナーシップ:アントレプレナーシップ研究の新しいフロ

ンティア」大滝精一『ベンチャーズレビュー』(査読無)Vol.35,2006 

「農商工連携によるビジネス・モデルの創出とバリューチェーンの再構築」東北農商

工連携プロデューサー育成コンソーシアム編『農商工連携プロデューサー育成塾テ

キスト』3-13ページ,2009 

「企業とNPOとのコラボレーション」『マネジメント・トレンド』経営研究所,   

Vol.6,No1,2001,pp.45-59 

受 賞 歴： 

なし 

著  書：『ケースに学ぶ経営学(新版)』(共著)有斐閣(2007) 



 

 

     『経営戦略(新版)：論理性・創造性・社会性の追求』(共著)有斐閣(2006) 

     『ニュースリーダーの組織論』(共著)泉分堂(2002) 

     『事業創造のダイナミクス』(共著)白桃書房(1989) 

     『金融とコンサルティングの組織』(共編著)第一法規(1989) 



)5IJ紙 3

理学研究科長候補者の略歴等

ふく むら ひろ し

候補者名 :福村 裕史

任 期 :平成25年4月1日~平成26年3月31日(再任)

生年月 日:昭和28年3月 15日 (59歳)

出身地:青森県八戸市(出生地:東京都)

部局名 :理学研究科

所属専攻名 :化学専攻

講座名:物理化学講座

専門分野名 :有機物理化学

目各 歴:

昭和 58年 3月

昭和 58年 4月

昭和 62年 10月

昭和63年 4月

平成 3年 4月

平成 4年 4月

東北大学大学院理学研究科博士課程修了

通商産業省工業技術院大阪工業技術試験所研究員

通商産業省工業技術院大阪工業技術試験所主任研究官

京都工芸繊維大学繊維学部助手

大阪大学工学部助手

大阪大学工学部講師

平成 7年 4月 大阪大学工学部助教授

平成 10年 10月 東北大学大学院理学研究科教授

平成21年 4月 東北大学評議員(平成23年3月まで)

平成23年 4月 東北大学大学院理学研究科長・理学部長 (平成25年3月まで)

主な研究業旗:

① レーザーアプレーションの機構解明

"The mechanism of dopant-induced laser ablation..." Chem. PJzys. Lett. 221，373-378 (1994). 

② フェムト秒レーザー誘起ノξルスX線発生とその応用

“U1trafast X-ray pulse generation by focusing..." Appl. PJzys. Lett.， 80， 3925-3927 (2002) 

③ レーザー誘起相分離ダイナミ クス

“Dynamics of Liquid Structure Relaxation...."よPJzys.Chem. B， 1旦1， 11411・11418(2003). 

受 賞歴:

光化学協会賞 「有機固体・表面のレーザー光化学J2000年

日本化学会学術賞「高強度レーザーパルスによって誘起される凝縮系のダイナミクスJ

2005年

著 書:

Molecular Nano Dynamics， ed. by H. Fukumura et. al.， Wiley-VCH， 2009. 

kd40342027
長方形



 

 

医学系研究科長候補者の略歴等 

 

（ふりがな） （おおうち のりあき） 

候補者名：大 内 憲 明 

任  期：平成２５年 ４月 １日～平成２６年 ３月３１日（再任） 

生年月日：昭和２６年 ５月 ３日（６１歳） 

出 身 地：福島県飯舘村 

部 局 名：医学系研究科 

所属専攻・学科名：医科学専攻 

講座（部門）名：外科病態学講座（腫瘍外科学分野） 

専門分野（専攻）名：外科学、腫瘍外科学、がん疫学、ナノ医科学 

 

略  歴： 

昭和５３年 ３月  東北大学医学部卒業 

昭和５９年 ３月  東北大学大学院医学研究科修了（医学博士） 

昭和５９年 ９月  米国ＮＩＨ（客員研究員） 

昭和６３年 ７月  東北大学医学部附属病院助手 

平成 ７年１１月  東北大学医学部附属病院講師 

平成１１年 ９月  東北大学大学院医学系研究科・教授 

平成１４年１１月  東北大学医学部附属病院副病院長 

                   （期間：平成１６年１１月まで） 

平成１８年 ４月  厚生労働省第３次対がん総合戦略研究事業 

          「がん対策のための戦略研究」リーダー 

                   （期間：平成２３年 ３月まで） 

平成２３年 ４月  東北大学病院がんセンター長 

                   （期間：平成２４年 ３月まで） 

 平成２４年 ４月  東北大学大学院医学系研究科長・医学部長 

                    （期間：平成２５年 ３月まで） 

 

主な研究業績：乳癌の生物学的特性の解明、整容性を重視した乳房温存手術の開発、マ

ンモグラフィ検診の普及、ナノ・バイオの医療応用、超音波併用乳癌検診

の有効性の研究（J-START） 

 

受 賞 歴：第３回、第８回黒川利雄がん研究基金賞 

     第２１回三越医学賞 

     第２７回手術手技研究会奨励研究賞 

     第１回朝日がん大賞  

     日本医師会医学研究助成費賞 



 

 

著  書： 
 

主な著書 
1. Ohuchi N, et al (total 7, 1st). Differential expression of DF3 antigen between papillary carcinoma and benign 

papillary lesions of the breast. In: R Ceriani (ed), Breast Cancer Immunodiagnosis and Therapy. Plenum Press, 
New York, 1989, pp. 183-192. 

2. Ohuchi N, et al (total 4, 1st). Advances in diagnosis of breast cancer: mammography for screening and MRI for 
breast-conserving surgery. R. Ros, T Kakizoe (eds,) “Innovative achievements in cancer imaging”. The 33rd 
International Symposium of the Princess Takamatsu Cancer Research Fund. pp. 30-34, 2003. 

3. Ohuchi N, et al (total 7, 1st). Development of bio-imaging with functional nano-objects. In: Yamaguchi T (ed.), 
Nano-Biomedical Engineering 2009, Proceedings of the Tohoku University Global Centre of Excellence 
Programme, Imperial College Press, pp. 361-372, 2009. 

4. 大内憲明（編）。実践デジタルマンモグラフィ：基礎から診断まで、中山書店、東京、2006 

5. 大内憲明（編）。乳癌：基礎・臨床研究のアップデート、日本臨床社、東京、2007 

6. 大内憲明（編）。マンモグラフィによる乳がん検診の手引き-精度管理マニュアル、第５版、日本医事

新報社、東京、2011 

 
主な原著論文 
1. Ohuchi N, et al (total 3, 1st). Possible cancerous change of intraductal papillomas of the breast: a 3-D 

reconstruction of 25 cases. Cancer, 54: 605-11, 1984. 
2. Ohuchi N, et al (total 6, 1st). Expression of the 21,000 molecular weight ras protein in a spectrum of benign and 

malignant mammary tissues. Cancer Research, 46:2511-19, 1986. 
3. Ohuchi N, et al (total 9, 1st). Enhanced expression of c-Ha-ras p21 in stomach adenocarcinomas defined by 

immunoassays using monoclonal antibodies and in situ hybridization. Cancer Research, 47:1413-20, 1987. 
4. Ohuchi N, Page DL, et al (total 6, 1st). Expression of tumor-associated antigen (DF3) in atypical hyperplasias 

and in situ carcinomas of the breast. J Natl Cancer Inst, 79:109-17, 1987. 
5. Ohuchi N, Wunderlich D. et al (total 6, 1st). Differential expression of CEA in early gastric adenocarcinomas 

versus benign gastric lesions defined by monoclonal antibodies. Cancer Research, 47:3565-71, 1987. 
6. Ohuchi N, Simpson JF, et al (total 4, 1st). Complementation of anti-CEA and anti-TAG-72 monoclonal 

antibodies in reactivity to human gastric adenocarcinomas. Int J Cancer, 40:726-33, 1987. 
7. Ohuchi N, et al (total 3, 1st). Management of ductal carcinoma in situ with nipple discharge. Cancer 

74:1294-1302, 1994. 
8. Kong D, Ohuchi N, et al (total 18, 10th) PTEN/MMAC1 is frequently mutated in primary endometrial 

carcinomas. Nature Genetics, 17: 143-44, 1997 
9. Amano G, Ohuchi N, et al (total 5, 2nd) Correlation of 3D-MRI with meticulous histopathologic map 

concerning carcinoma extension in 58 breast cancer patients. Breast Cancer Res Treat, 60:43-55, 2000. 
10. Takeda M, Ohuchi N, et al (total 8, last). Biophoton detection as a novel technique for cancer imaging. Cancer 

Science, 95 (8): 656-61, 2004 
11. Nakajima M, Ohuchi N, et al (total 5, last) Nano-sized fluorescent particle as a new tracer for sentinel node 

detection. Cancer Science, 96 (6): 353-56, 2005. 
12. Ohnuki K, Ohuchi N. et al (total 6, last). Cost-effectiveness analysis of screening modalities for breast cancer in 

Japan with special reference to women aged 40-49. Cancer Science, 97: 1242-47, 2006 
13. Li-Shishido S, Ohuchi N, et al (total 5, last). Reduction in nonfluorescence state of quantum dots on an 

immunofluorescence staining. Biochem Biophy Res Com, 351 (1): 7-13, 2006  
14. Tada H, Ohuchi N, et al (total 4, last). In vivo real-time tracking of single quantum dots conjugated with 

monoclonal anti-HER2 antibody in tumors of mice. Cancer Research, 67 (3): 1138-1144, 2007. 
15. Kawai M, Ohuchi N, et al (total 9, last). Effect of screening mammography on breast cancer survival in 

comparison to other detection methods: a retrospective cohort study. Cancer Science, 100 (8): 1479-84, 2009 
16. Gonda K, Ohuchi N, et al (total 4, 3rd). In vivo nano-imaging of membrane dynamics in metastatic tumor cells 

using quantum dots. J Biol Chemist, 285: 2750-2757, 2010 
17. Hikage M, Ohuchi N, et al (total 9, last), Nano-imaging of the lymph network structure with quantum dots. 

Nanotechnology, 21 (18): 185103. Epub 2010 Apr 14.  
18. Saika K, Ohuchi N, et al (total 4, 3rd). Breast cancer screening. Ann Intern Med. 153 (9): 618-19, 2010. 
19. Ohuchi N, et al (total 6, 1st). Randomized Controlled Trial on Effectiveness of Ultrasonography Screening for 

Breast Cancer in Women Aged 40-49 (J-START): Research Design. Jpn J Clin Oncol. 41: 275-77, 2011.  
20. Hamada Y, Ohuchi N, et al (total 8, last). In vivo imaging of the molecular distribution of the VEGF receptor 

during angiogenesis in a mouse model of ischemia. Blood. 2011 Sep 29; 118 (13): e93-e100.  
 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21131295
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/21131295


薬学研究科長候補者の略歴等 

（ふ り が な）   

候補者名： 大
おお

 島
しま

 吉
よし

 輝
てる

 

任    期：  平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日（再任） 

生年月日：  昭和２７年１２月 １日（６０歳） 

出身地  ：  新潟県新発田市 

本籍地  ：  新潟県新発田市 

部局名  ：  薬学研究科 

所属専攻・学科名 ： 大学院薬学研究科創薬化学専攻 

講座（部門）名： 分子解析化学講座医薬資源化学分野 

専門分野     

（専攻）名： 天然物化学 

略     歴：  （大卒以後の略歴）   

 昭５０年 ３月  東北大学医学部薬学科卒業 

  ５２年 ３月  東北大学大学院薬学研究科博士課程前期２年の課程修了 

  ５２年 ４月  東北大学薬学部助手 

 平 ４年 ３月  東北大学薬学部助教授 

   ４年 ４月  青森大学工学部助教授 

   ８年 ４月  東北大学薬学部教授 

  １０年 ４月  東北大学薬学部薬学科長（期間：平成１１年３月まで） 

  １１年 ４月  東北大学大学院薬学研究科教授 

  １２年 ４月  東北大学薬学部薬学科長（期間：平成１３年３月まで） 

  １４年 ４月  東北大学薬学部薬学科長（期間：平成１６年３月まで） 

  １６年 ４月  東北大学大学院薬学研究科附属薬用植物園長（期間：平成２６年３月まで） 

  １６年 ４月  東北大学大学院薬学研究科創薬化学専攻長（期間：平成２３年３月まで） 

１７年 ４月  国立大学法人東北大学総長特任補佐（期間：平成１８年３月まで） 

２０年 ４月  国立大学法人東北大学教育研究評議会評議員（期間：平成２３年３月まで） 

２２年 ４月  東北大学大学院薬学研究科分子薬科学専攻長（期間：平成２３年３月まで） 

２３年 ４月  東北大学大学院薬学研究科長（期間：平成２５年３月まで） 

 

 
主  な 

研究業績： ・植物、微生物の薬理活性成分の単離と構造解析 

      ・細胞性粘菌の生理活性成分の化学的研究 

      ・天然物を基盤とした新規抗感染症薬の開発研究 

      ・エピジェネティック制御を利用した天然物探索 

受賞歴  ： なし 

著    書： 「モデル生物：細胞性粘菌」分担執筆（前田靖男編）アイピーシー、2000年 

「（ベーシック薬学教科書シリーズ）生薬学・天然物化学」分担執筆（吉川雅之編）化学同人、2007

年                    



                                 

 農学研究科長候補者の略歴等 
 
（ふりがな）   こまい  みちお 
候補者名： 駒 井 三千夫 
任  期： 平成２５年４月１日～平成２７年３月３１日（新任） 
生年月日： 昭和２８年１１月２８日（５９歳） 
出 身 地： 宮城県栗原市 
部 局 名： 農学研究科 
所属専攻・学科名：生物産業創成科学専攻 
講座（部門）名：食品機能健康科学 
専門分野（専攻）名：栄養学 
 
略  歴： 
昭和 51 年 3 月  東北大学農学部卒業 
昭和 51 年 4 月  東北大学大学院農学研究科修士課程入学 
昭和 53 年 3 月  同修了 
昭和 53 年 4 月  東北大学大学院農学研究科博士課程進学 
昭和 56 年 4 月  同研究指導認定退学 
昭和 58 年 3 月  同修了 
昭和 56 年 4 月   東北大学農学部助手 
平成 8 年 4 月   東北大学農学部助教授 
平成 11 年 4 月  東北大学大学院農学研究科助教授 
平成 14 年 7 月   東北大学大学院農学研究科教授 
 
主な研究業績： 
 ビタミン K 同族体の新規生理機能の解明 
 味覚機能維持への亜鉛酵素の寄与の解明 
 
受 賞 歴： 
 日本味と匂学会第 14 回高砂研究奨励賞（１９９８年） 
 
著   書： 
ビタミン総合辞典（分担執筆）日本ビタミン学会編 朝倉書店 2010 年 
わかりやすい食品機能栄養学（共著） 三共出版 2010 年 
味のしくみ（分子生物学）、栄養・食糧学データハンドブック（共著） 
同文書院 2006 年 

 



 

 

国際文化研究科長候補者の略歴等 

 

 

 

(ふりがな)  くろだ たかし 
候補者名：黒田 卓 
任  期：平成２５年４月１日～平成２７年３月３１日（新任） 
生年月日：昭和３０年９月４日生（５７歳） 
出 身 地：京都府京都市 
部 局 名：国際文化研究科 
所属専攻：国際地域文化論専攻イスラム圏研究講座 
専門分野：中東近現代史 

 

 

略  歴： 

昭和５５年 ３月 京都大学文学部卒業 
昭和５７年 ３月 京都大学大学院文学研究科修士課程修了 

昭和６０年 ３月 京都大学大学院文学研究科博士後期課程単位修得退学 
昭和６２年 ４月 香川大学教育学部助手 

昭和６３年１０月 香川大学教育学部講師 

平成 元年１０月 香川大学教育学部助教授 

平成 ５年 ４月 東北大学大学院国際文化研究科助教授 

平成１９年 ４月 東北大学大学院国際文化研究科教授 

平成２１年 ４月 東北大学大学院国際文化研究科長補佐（平成２３年３月まで） 

 

主な研究業績： 

（論文） 
1. イランソヴィエト社会主義共和国（「ギーラーン共和国」）におけるコムニスト政変 
岡洋樹編 歴史の再定義 東北アジア研究センター叢書第45号(2011), 133-168 
2. ヘイダル・ハーンの事績再考 上智アジア学,(25),(2008),192-215 
3. 変容のなかのイスラーム主義.インターカルチュラル,(5),(2007),56-61  
4. イラン人下級官僚が見たジャンギャリー＝ボリシェヴィキ同盟.平成14年度~平成17
年度科研費補助金基盤研究A研究成果報告書,(2006),189-203 
5. イラン立憲革命百周年記念国際学会報告.イスラム世界,66,(2006),48-54 
6. ジャンギャリー運動末期におけるイラン・ソ連関係の一断面 －関連ロシア語文書の

紹介ー.中央ユーラシアにおける民族文化と歴史像、東北大学東北アジア研究センター,(2
003),95-110 
7. Negahi bar Ravabet-e Khareji-ye Iran va Shuravi dar Ertebat ba Nehzat-e Jangal 
Bulletin of Centre for Graduate International Studies, Faculty of Law and Political Scien
ce, University of Tehran,3(1),(2002),51-52 



 

 

8. 新聞のなかのイラン立憲革命.岩波講座世界歴史（岩波書店）,23,(1999),83-109 
9. 八尾師誠著『イラン近代の原像ーサッタール・ハーンの革命』.歴史学研究,726,(1999),
47-50 
10. 19世紀末から20世紀初めにかけてのアゼルバイジャンの新聞についてーＡ.アガー

エフを中心にー.木村喜博編「現代中央アジアの社会変容」（東北大学学際科学研究セン

ター）,(1999),127-143 
11 19世紀末から20世紀初めにかけてのアゼルバイジャンの新聞について -A.アガーエ

フを中心に-.「中央アジアの社会変容に関する総合研究」中間報告,東北大学学際科学研

究センター,(1998),119-134 
 

受賞歴： 

 

著 書： 

1. 朝倉世界地理講座第６巻西アジア.朝倉書店,(2010) 黒田 卓,後藤 明,木村喜博,

安田喜憲,他25名 ISBN978-4-254-16796-2 

2. 中央ユーラシアにおける民族文化と歴史像. 東北大学東北アジア研究センター,(20

03) 黒田 卓,高倉浩樹,塩谷昌史 

3. 岩波イスラーム辞典.岩波書店,(2002) 黒田 卓、大塚和夫、小杉 泰、小松久男、

東長 靖、山内昌之、他多数 

4. 世界民族事典.弘文堂,(2000) 黒田 卓、織部恒雄、他多数  

5. アジアの歴史と文化第９巻西アジア.同朋舎,(2000) 黒田 卓,間野英二他15名 

6. 世界民族問題事典.平凡社,(1995) 黒田 卓、梅棹忠夫、松原正毅、他多数 

7. 事典イスラームの都市性.亜紀書房,(1992) 黒田 卓、板垣雄三、後藤 明、他多数 

8. 中東世界－国際問題と民族問題－.世界思想社,(1992) 黒田 卓,岡﨑正孝他12名 



 

 

8. 新聞のなかのイラン立憲革命.岩波講座世界歴史（岩波書店）,23,(1999),83-109 
9. 八尾師誠著『イラン近代の原像ーサッタール・ハーンの革命』.歴史学研究,726,(1999),
47-50 
10. 19世紀末から20世紀初めにかけてのアゼルバイジャンの新聞についてーＡ.アガー

エフを中心にー.木村喜博編「現代中央アジアの社会変容」（東北大学学際科学研究セン

ター）,(1999),127-143 
11 19世紀末から20世紀初めにかけてのアゼルバイジャンの新聞について -A.アガーエ

フを中心に-.「中央アジアの社会変容に関する総合研究」中間報告,東北大学学際科学研

究センター,(1998),119-134 
 

受賞歴： 

 

著 書： 

1. 朝倉世界地理講座第６巻西アジア.朝倉書店,(2010) 黒田 卓,後藤 明,木村喜博,

安田喜憲,他25名 ISBN978-4-254-16796-2 

2. 中央ユーラシアにおける民族文化と歴史像. 東北大学東北アジア研究センター,(20

03) 黒田 卓,高倉浩樹,塩谷昌史 

3. 岩波イスラーム辞典.岩波書店,(2002) 黒田 卓、大塚和夫、小杉 泰、小松久男、

東長 靖、山内昌之、他多数 

4. 世界民族事典.弘文堂,(2000) 黒田 卓、織部恒雄、他多数  

5. アジアの歴史と文化第９巻西アジア.同朋舎,(2000) 黒田 卓,間野英二他15名 

6. 世界民族問題事典.平凡社,(1995) 黒田 卓、梅棹忠夫、松原正毅、他多数 

7. 事典イスラームの都市性.亜紀書房,(1992) 黒田 卓、板垣雄三、後藤 明、他多数 

8. 中東世界－国際問題と民族問題－.世界思想社,(1992) 黒田 卓,岡﨑正孝他12名 



 

 

生命科学研究科長候補者の略歴等 

 

 

 

（ふりがな）  たかはし  ひでゆき 

候補者名：髙 橋 秀 幸 

任  期：平成２５年 ４月 １日～平成２７年 ３月３１日（再任） 

生年月日：昭和２９年１０月 ８日（５８歳） 

出 身 地：山形県真室川町 

部 局 名：生命科学研究科 

所属専攻・学科名：生態システム生命科学専攻 

講座（部門）名：環境遺伝生態学講座 

専門分野（専攻）名：宇宙環境適応生態分野 

 

略  歴： 

 昭和５７年 ３月  東北大学大学院農学研究科博士後期課程修了（農博） 

 昭和５７年 ４月  Wake Forest大学（米国）生物学部博士研究員 

昭和６２年 １月  東北大学農学研究所助手 

昭和６３年 ４月  東北大学遺伝生態研究センター助手 

平成 ４年 ７月  東北大学遺伝生態研究センター助教授 

平成 ８年 ５月  東北大学遺伝生態研究センター教授 

平成１３年 ４月  東北大学大学院生命科学研究科教授 

平成２３年 ４月  東北大学大学院生命科学研究科長（平成２５年３月まで） 

 

主な研究業績： 

 植物が重力を利用して成長を制御するしくみを、宇宙実験や生理・分子生物学的解析

から明らかにするとともに、根が高水分側に伸長する水分屈性能をもつことを証明し、

その制御分子を発見した。 

 

受 賞 歴： 

 第一回日本宇宙生物科学会賞 

 第一回日本根研究会学術功労賞 

 山田科学振興財団奨励賞 

 武田科学振興財団研究奨励賞 

 植物化学調節学会2008年度学会賞、他 



 

 

医工学研究科長候補者の略歴等 

 

 

（ふりがな）  まつ き ひで とし 

候補者名：松 木 英 敏 

任  期：平成２５年 ４月 １日～平成２６年 ３月３１日（再任） 

生年月日：昭和２５年１１月３０日（６２歳） 

出 身 地：宮城県仙台市 

部 局 名：医工学研究科 

所属専攻・学科名：医工学専攻 

講 座 名：治療医工学講座 

専門分野名：生体電磁波医工学分野 

 

略  歴： 

昭和５５年 ３月  東北大学大学院工学研究科博士課程後期３年の課程修了 

昭和５５年 ４月  東北大学工学部助手 

昭和６０年 ７月  東北大学工学部助教授 

平成 ９年 ４月  東北大学大学院工学研究科助教授に配置換 

平成１０年 ２月  東北大学大学院工学研究科教授 

平成２０年 ４月  東北大学大学院医工学研究科教授に配置換 

平成２０年 ４月  東北大学評議員（平成２３年３月まで） 

平成２３年 ４月  東北大学大学院医工学研究科長（平成２５年３月まで） 

 

主な研究業績： 

 高効率の非接触給電方式を編み出し、世界最高水準の伝送効率を実証し、人工心臓を

はじめとする体内埋込電磁型人工臓器の長期駆動を可能としたほか、電気刺激装置やハ

イパーサーミア装置など、新しい治療機器の開発に貢献した。さらに、本給電方式は、

医療分野にとどまらず、携帯機器や電気自動車などに対する次世代ワイヤレス充電方式

として産業界から注目されている。 

 

受 賞 歴： 

 電気学会産業応用部門活動功労賞（1997年） 

 

著  書： 

１．松木英敏：生体電磁工学概論、コロナ社、1999 

２．松木英敏：電磁エネルギー変換工学（共著 松木英敏、一ノ倉理）、朝倉書店、 

2010 



               
電気通信研究所長候補者の略歴等 

 
(ふりがな)      (おお の ひで お) 

候 補 者 名： 大 野 英 男 
任       期： 平成２５年４月１日 ～ 平成２８年３月３１日(新任) 
生 年 月 日： 昭和２９年１２月１８日（５８歳） 
出  身  地 ： 東京都 
部  局  名 ： 電気通信研究所 
所属専攻学科名： 
講座(部門)名：ナノ・スピン実験施設 半導体スピントロニクス研究室 
専門分野(専攻)名：半導体物理・半導体工学、スピントロニクス  
 
略       歴： 
  昭和５２年 ３月 東京大学工学部電子工学科卒業 
  昭和５４年 ３月 東京大学大学院工学系研究科修士課程修了 
  昭和５７年 ３月 東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 
           工学博士（東京大学）   
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The Qing Dynasty and the Eight jasaGs 八扎薩克 of Qalq-a 喀爾喀 Mongol. The Toyoshi Kenkyu (The 
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